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全全国国教教職職員員研研修修会会開開催催ににああたたっってて  

 

公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会令和７年度全国教職員研修会をこのたび京

都を会場に開催し、全国の会員校の皆様をお迎えすることができましたこと、実行委員会を代

表して心から御礼を申し上げますとともに、ご参加いただいた皆様に感謝申し上げます。あり

がとうございます。 

今年度全国の養成校に入学した新入生の内訳をみますと、初めて外国人留学生の数が日

本人入学生を上回りました。３０年以上の介養協の歴史の中で初めてのことです。この傾向は

これからも続くことが予想されます。ということは留学生なくして大半の養成校の存続は成しえ

ない状況にあります。その中にあって経過措置５年の延長をするかどうかの決定はまだなされ

ていません。延長そのものへの賛否は様々あることは認識しておりますが、留学生が我々養

成校へ進学するインセンティブとしてこの経過措置は大きなものがあります。国家資格として

の社会的評価を上げるためにも延長は取りやめるべきとの意見が多いようですが、多様な介

護福祉士の資格取得方法があること自体、資格そのものの評価を下げているのではないでし

ょうか。介護福祉士養成教育の質そのものを高めてきたのは養成教育に携わってきた多くの

教員であり、研究者であります。養成校の存続ができなくなればその維持は困難となることは

誰の目にも明らかなはずです。国の方針に左右される養成教育と養成校でありますが、この

激しい環境の変化に対応しつつ、足元を見つめつつ常に養成教育の質を高めるために奮闘

されている全国の教員個々の努力に心から敬意を表するものであります。その意味において

も全国、各ブロック、そして教育学会と日頃の教育、研究成果を分かち合い、学び合う場が非

常に大事で、今回その全国研修会を開催できますこと、喜びに堪えません。今回「未来を見

据えた介護福祉の魅力～原点からの問い～」とのテーマを設定いたしました。世界中で高齢

化の 

国々が増加する中で、日本の介護も大きく輸出されている現状があります。改めて原点を見

つめつつその魅力を探りたいと思います。 

コロナ以来オンラインの便利さは十分に感じておりますが、やはり対面で相互の表情と息づ

かいを感じられる対面での交流も非常に大事なことかと思います。 

今回の研修会を通して、新たな出会いや知見が得られることを願ってやみません。２日間とい

う短い期間ではありますが、秋の京都もぜひご堪能いただけたら幸いです。 

 最後に、日々お忙しい中を今回の研修会を１年以上に亘って準備していただきました実行

委員会の委員の皆様に心から御礼申し上げます。ありがとうございました。 

公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会 

近畿ブロック代表理事  井井之之上上  芳芳雄雄 
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研研修修会会開開催催要要綱綱  

大大会会テテーーママ  

「「未未来来をを見見据据ええたた介介護護福福祉祉のの魅魅力力  〜〜原原点点かかららのの問問いい～～」」 

 

１． 大会趣旨 

今年度は、近畿ブロックが担当ブロックで、京都において開催されることになりました。全

国からお越しいただいた教職員の皆様には、秋の京都を満喫していただき心のリフレッシュ

と共に、研修において日々の教育に活かすことができる学びが得られる大会になりますこと

を目指しています。 

介護福祉士は、介護系唯一の名称独占の国家資格として、1987年に社会福祉

士及び介護福祉士法において誕生しました。これを基に、介護福祉士は専門職の道を切

り開いてきたと同時に、介護福祉士養成施設の歩みもスタートし、今年で 38年になりま

す。この間、専門性を追求してきたと共に社会状況に応じた時代の変遷に伴い、介護福

祉士を取り巻く課題も大きく変化してきました。 

我が国は、人口減少社会における人材不足が大きな課題となっており、海外から EPA

や技能実習生を受け入れるとともに、介護福祉士養成施設においても外国人留学生を積

極的に受け入れてきました。介護福祉士国家試験の在り方も変化し、今年度はパート合格

制度が導入されました。さらに、大きな災害に見舞われる中で、災害時の介護に関しての

知見が積み重ねられています。一方で、介護離職者を減らすために人材育成や心理的

サポートにも取り組んでいる現場が増えています。そして、厚生労働省も後押ししている介

護の ICT化も大きく前進している状況です。 

このような、介護福祉士養成施設を取り巻く状況の中で、今回の大会では、コロナの感

染拡大により中断していました介護創造力コンテストを開催致します。そして、介護福祉の

原点を振り返る中で、世界の動向から未来を見据えた介護福祉の魅力を考える機会にな

ればと思っています。 

 

２． 日    時   令和７年１０月３１日（金）～１１月１日（土） 

３． 会    場   京都私学会館   ハイフレックス開催（対面＋オンライン） 

〒600-8134 京都府京都市下京区山王町561  TEL 075-344-6201 

４． 主    催   公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会 

５． 主    管   令和７年度全国教職員研修会実行委員会 

      （近畿ブロック会） 

６． 後    援  厚生労働省／京都府／公益社団法人全国老人福祉施設協議会 

公益社団法人全国老人保健施設協会／公益社団法人日本介護福祉士会 

７． 大会事務局  学校法人和歌山YMCA 和歌山YMCA国際福祉専門学校 

          〒640-8323 和歌山県和歌山市太田１丁目１２－１３ 
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研研修修会会ププロロググララムム  

＜＜研研修修11日日目目＞＞    １１００月月３３１１日日（（金金））  会会  場場：：地地下下11階階  大大ホホーールル  

 

12:30～13:00 受付  

13:00～13:20  開会式 

           開会挨拶      日本介護福祉士養成施設協会 会長 澤田 豊 

           実行委員長挨拶  日本介護福祉士養成施設協会 

                        近畿ブロック会代表理事 井之上 芳雄 

           来賓挨拶      京都府 健康福祉部 副部長 安原 孝啓氏 

                    日本介護福祉士会   及川 ゆりこ 会長 

                    京都府介護福祉士会 柏本 英子 会長 

13:20～14:00 行政説明  

            「介護人材確保の現状と介護福祉士養成への期待」 

            厚生労働省 社会・援護局 

福祉基盤課福祉人材確保対策室 室長  芦田 雅嗣氏 

 

14:10～15:10  基調講演 

「介護福祉の魅力とは何か～世界の動向を踏まえて～」 

            大阪大学大学院人文学研究科 教授 石黒 暢氏 

  

15:20～16:50 第５回介護創造力コンテスト～介護過程の展開～ 

     入賞校のプレゼンテーション 

1 位 東京未来大学福祉保育専門学校 介護福祉科 「TKWCチーム」 

1 位 南海福祉看護専門学校介護社会福祉科  

「YDK(やればできる子たち)チーム」 

※同点１位となっています。 

留学生特別賞（１位）京都YMCA国際福祉専門学校 「YMCAチーム」  

16:50～17:00 諸連絡等 

19:00～     懇親会・情報交換会 （会場：都ホテル京都八条） 会場案内はP6をご覧ください 

  

＜＜研研修修２２日日目目＞＞    １１１１月月１１日日（（土土））  

9:00～9:20    受 付 

9:30～11:20   分科会 

第 1分科会 介護福祉士養成校の魅力を考える 

第 2分科会 介護事業所との連携とは 

第 3分科会 介護福祉士養成の今後の展開とは何か 

11:30～11:45 閉会式 

            閉会挨拶          京都YMCA国際福祉専門学校 校長 加藤 俊明 

            次期開催ブロック挨拶  九州ブロック代表者 

 

 

 

4



京京都都私私学学会会館館ののごご案案内内  

〒600-8424 京都市下京区室町通高辻上ル山王町 561 

TEL０７５－３４４－６２０１ 

 

 

館館  内内  案案  内内  図図  
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懇親会会場のご案内 

都ホテル京都八条 

〒601-8412 京都市南区西九条院町17（京都駅八条口） 

TEL:075-661-7111 

 

・京都私学会館からは、 

京都市営烏丸線 四条駅から乗車 2駅約 5分 京都駅下車 八条口から徒歩約 2分 
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行行 政政 説説 明明  

テテーーママ「「介介護護人人材材確確保保のの現現状状とと介介護護福福祉祉士士養養成成へへのの期期待待」」  

 

講講  師師  ：：    芦芦田田  雅雅嗣嗣  氏氏  

厚厚生生労労働働省省  社社会会・・援援護護局局福福祉祉基基盤盤課課福福祉祉人人材材確確保保対対策策室室室室長長 
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基基 調調 講講 演演  

テテーーママ「「介介護護福福祉祉のの魅魅力力ととはは何何かか  ～～世世界界のの動動向向をを踏踏ままええてて～～」」  

講講  師師  ：：    石石黒黒  暢暢  氏氏      大大阪阪大大学学大大学学院院人人文文学学研研究究科科  教教授授   

 

本講演では、「介護福祉の魅力」をケアの倫理と専門職の裁量という観点から再考する。冒

頭では、ケアの倫理（Ethics of Care）に基づき、介護福祉を関係性と応答性の実践として捉え

直す。人間の自立は他者への依存によって成り立つという視点から、介護福祉は脆弱性を前

提とした支え合いの制度的・文化的営みであると位置づける。 

次に、北欧デンマークの介護福祉制度を紹介する。租税財源による福祉国家モデルのも

と、基礎自治体が在宅中心の支援を提供し、介護職の養成課程では理論と実践の往復が重

視されている。特に「リエイブルメント（Reablement）」と呼ばれる短期集中型の自立支援プログ

ラムは、利用者の生活全体を見据えた柔軟な支援を可能にしている。福祉用具や ICTの活

用も進んでおり、身体的負担の軽減とケアの質向上の両立が目指されている。 

さらに、介護職に求められる裁量と判断力について考察する。デンマークでは、介護職が

現場での判断を制度的に保障されており、専門職としての自律性が重視されている。これは、

教育課程において、問いを持ち、応答する力を育てることと密接に関係している。 

最後に、日本への示唆として、専門職の裁量を支える制度設計と教育課程における自立的

な思考の育成について述べる。養成教育は、資格取得の準備にとどまらず、専門職としての

アイデンティティを育てる場である。「なぜケアするのか」「どんなケアを目指すのか」といった

根源的な問いを持てるようになることが、介護福祉の未来を形づくる鍵となる。 
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第第５５回回  介介護護創創造造力力ココンンテテスストト～～介介護護過過程程のの展展開開～～  

日本介護福祉士養成施設協会近畿ブロック会 

第５回介護創造力コンテスト～介護過程の展開～実行委員会 
 
介護創造力コンテストは、介護福祉士養成校で学ぶ学生が、介護を「創造」する力、とりわ

け介護過程のアセスメント力・計画作成力・プレゼンテーション力を競うコンテストです。今年で

5回目の開催となりました。 

 

１１．．介介護護創創造造力力ココンンテテスストトのの目目的的  

１）社会に対して、介護福祉士養成校の存在意義を発信する。「コンテスト」という形で、介

護福祉士養成校の教育レベル、学生レベルの高さを社会に発信する。 

２）コンテストを通して、学校を超えて教員同士が切磋琢磨し、教育力を向上させる。ま

た、教育内容・方法の標準化を推進する。これにより介護福祉士養成校教育全体の質

の向上を図る。 

３）コンテストを通して、学生の学習全般に対するモチベーションを上げ、介護を「創造」す

る力、とりわけ介護過程のアセスメント力・計画作成力・プレゼンテーション力の向上を

図る。 

 

２２．．開開催催日日時時  

2025 年 6月 1日（日）～8月 3日（日）の期間内に各校で 1日（最大 6時間）を設定しま

した。 

 

３３．．参参加加校校  

日本介護福祉士養成施設協会に所属する介護福祉士養成校の学生（離職者訓練生を

含む）16校 19チームが参加しました。 

 

４４．．結結果果  

 上位５位までが入賞です。優勝・準優勝のチーム及び留学生特別賞の１位の学校に

は、本研修会でプレゼンテーションを行っていただきます。なお、参加校すべてには審査

員からの各校への講評をお送りさせていただきました。 

入賞チームの結果 

１ 位 東京未来大学福祉保育専門学校（ ＴＫＷＣ ） 

      南海福祉看護専門学校（ ＹＤＫ（やればできる子たち） ） 

３ 位 桃山学院大学（ ピーチオーシャンズ ） 

４ 位 名古屋医療秘書福祉＆ＩＴ専門学校（ ホワイトライフ ） 

５ 位 大阪人間科学大学（ わかめ ） 

       国際医療看護福祉大学校（ i-medical ） 

留学生特別賞（１位） 京都ＹＭＣＡ国際福祉専門学校（ ＹＭＣＡ ） 

留学生特別賞（２位） アジア貢献ホスピタリティ専門学校（ ナジャル ） 
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当当研研修修会会のの資資料料  
 ※当日の研修会では資料は配付いたしません。各自でプリントアウトをしてく

ださいますようお願いいたします。 

 

●●開開催催要要項項ににつついいててはは、、以以下下ののQQRRココーードドでで確確認認くくだだささいい。。  

 
 
 
 
 
 
●●事事例例ににつついいててはは、、以以下下ののQQRRココーードドでで確確認認くくだだささいい。。  

①紙面情報 

②動画セリフ一覧 

他に LIFE関係資料、ルビ付き資料、動画などがあります。 

本研修では公開しておりませんので、資料をご希望の方は、 

介養協ホームページの「各ブロックの活動状況」をご確認 

ください。 

 

●●評評価価ののポポイインントトににつついいててはは、、以以下下ののQQRRココーードドでで確確認認くくだだささいい。。  

 

 

 

 

 

 

●●研研修修会会当当日日のの発発表表校校のの回回答答用用紙紙ににつついいててはは、、以以下下ののQQRRココーードドでで確確認認

くくだだささいい。。  

東京未来大学福祉保育専門学校 

南海福祉看護専門学校 

京都ＹＭＣＡ国際福祉専門学校 

 

 

 

 

 

 

 
紙面情報・動画セリフ一覧 

 

東京未来大学福祉保育専門学校 

 

南海福祉看護専門学校 

 

京都ＹＭＣＡ国際福祉専門学校 

 
開催要項 

 
評価のポイント 

13



＜＜第第11分分科科会会＞＞  

  

「「介介護護福福祉祉士士養養成成校校のの魅魅力力をを考考ええるる」」  
 
（（分分科科会会要要旨旨））  

 本分科会は、私たち介護福祉士養成施設教職員と卒業生や介護現場の管理職の方々

が養成校についてともに思いを語り合い、介護福祉士養成校の魅力や介護福祉士養成校

が介護現場から期待されていることなどを再発見することを目指します。 

本分科会の構成は、第 1のセッションで卒業生と教職員による座談会、第 2のセッショ

ンで介護現場の管理者と養成校教職員の対談を行います。その後、会場・オンラインの参

加者を含めたディスカッションを行います。参加者全員が大いに意見を交わし情報や考え

を共有できるような場を作ります。 

 
（（分分科科会会のの構構成成））    

 

総合司会：鴻上圭太（大阪健康福祉短期大学） 

 
▽▽第第11セセッッシショョンン    

卒卒業業生生とと教教職職員員にによよるる座座談談会会（（約約3300分分））  

（登壇者） 

＊伴 純一（北大阪福祉専門学校卒業生・守口老人保健施設ラガール） 

＊ミタ・アルヴィオナ・プラディタ（同卒業生・よしよし訪問介護ステーション） 

＊村上ひとみ（同卒業生・生活介護事業所てんとう虫） 

＊北山 毅（北大阪福祉専門学校） 

＊多田千治（鴻池生活科学専門学校） 
 
▽▽第第22セセッッシショョンン    

現現場場管管理理者者とと養養成成校校教教職職員員ととのの対対談談（（約約3300分分））  

（登壇者） 

＊松田有里（社会福祉法人成光苑 せっつ桜苑） 

＊武田卓也（大阪人間科学大学） 
 
▽▽第第33セセッッシショョンン    

会会場場・・オオンンラライインン参参加加者者をを含含めめたた全全体体デディィススカカッッシショョンン（（約約4400分分））  

  

 

▽▽全全体体ののままととめめ  
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＜＜第第２２分分科科会会＞＞  

「「介介護護事事業業所所ととのの連連携携ととはは」」  

 

 

（（分分科科会会要要旨旨））  

実践的な教育を行う介護福祉士養成校として、その実習施設との連携は最も重要な要素

です。介護事業所から我々養成校への実習を中心とした現状と課題、要望をお聞きし、養

成校教職員が介護事業所とのさらなる連携の深め方や養成教育の質の向上につながるアイ

デアを生み出せることを目的とした分科会です。 

 

（（分分科科会会のの構構成成））  

＊ゲストスピーカーの講演 ３０分 

   ～『介護事業所と養成校との連携における現状と課題』～ 

 社会福祉法人浩照会 特別養護老人ホームあじさい苑大阪住吉 

  石坪 浩規（いしつぼ こうき）介護長 

 

＊グループディスカッション ６０分 

ゲストスピーカーの講演を受けて、会場参加者とオンライン参加者を数グループに分け

てのディスカッション 

 

＊まとめ ２０分 

 各グループでのディスカッション概要を全体で報告 
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＜＜第第３３分分科科会会＞＞  

「「介介護護福福祉祉士士養養成成のの今今後後のの展展開開ととはは何何かか」」  

養養成成校校ににおおけけるる教教育育ののチチカカララ  

～～養養成成校校のの可可能能性性をを活活かかすす、、深深めめるる、、そそししてて広広げげるる～～ 

 

（（目目  的的））  

国家資格の経過措置の見直しや、新しく国家試験にパート合格の制度が導入されるな

ど、介護を取り巻く環境がいろいろと変更される中、介護の抱える課題は多岐にわたり、本

質を考えることがますます大切になっています。 

第３分科会では、介護が直面している課題に対して、「養成校で学ぶ魅力とは何なの

か」、「これから養成校は何をすべきか」などについて、参加者の皆さまと知恵を出し合い、

「活路を見出すアイデア」を発表し合います。 

もうひとつ大切な目的として、様々な地域や施設で活動しておられる仲間として、素敵な

出会いと交流を深める機会にしていただきたいと思います。 

 

（（構構  成成））  

進行はグループでのディスカッションを軸に、介護の抱えている課題の突破に向けて、

改めて養成校の存在価値や課題を見つめなおし、養成校の可能性の種を見つけ、養成校

だからこそできること、したいことについて考えます。 

［流 れ］ 

(1)キックオフプレゼンテーション「介護を取り巻く環境分析について問題提起」15分 

(2)自己紹介＆それぞれの現状の共有 ※ここからグループセッション     15 分 

(3)ディスカッション  

①事前アンケートからの気づき、感想の共有       15 分 

②カリキュラム＆プログラムへの活用アイデア作成    25 分 

(4)発表＆ディスカッション                    40 分 

 

［参考資料］ 

現場の声アンケート集計 

対 象  ・日本人の在学生と卒業生 

      ・在学中の留学生と卒業して施設で働いている外国人の介護福祉士 

 ・施設長 
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https://www.jaccw.or.jp/projects/kokusai
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令和7年度日本介護福祉士養成施設協会全国教職員研修会

開催おめでとうございます！

「安心な介護の未来を創る」

奈良県橿原市久米町 567 番地 2信和ビル 1 階南東号室
TEL:070-2287-2940  FAX:0744-47-2415

E-MAIL:nara-kaigo@wind.ocn.ne.jp

一般社団法人奈良県介護福祉士会

一般社団法人和歌山県介護福祉士会

〒640-8325

和歌山県和歌山市新生町８番地13

TEL 073-423-5615

FAX 073-423-5626

一般社団法人和歌山県介護福祉士会

〒640-8325

和歌山県和歌山市新生町８番地

TEL 073-423

FAX 073-423
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日 時:令和8年3月3日（火）10:30～17:00（予定）
会 場:I-siteなんば 2階（大阪市浪速区敷津東2-1-41）
内 容:36発表を予定（施設職員や学生など）

福祉と介護の未来をクリエイトする1日

高齢者施設による介護実践や研究、地域貢献等に興味のある方でしたら、どなたでもご参加いただけます。
関連企業のブース出展や、体験コーナーなどを企画しています。
※詳細は、12月1日から公開予定。

【主催・問合せ】
社会福祉法人 大阪府社会福祉協議会 老人施設部会
TEL:06-6762-9001（月～金（祝日除く）9時～17時）
WEBサイト:https://www.a-kaigo.gr.jp/
【協力】 大阪福祉人材支援センター

参加費
無料

Webサイトはコチラ
↓↓↓
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一般社団法人 兵庫県老人福祉事業協会 
 

 

hhttttppss::////wwwwww..hhyyooggoo--kkeennrroouukkyyoo..jjpp//   

一般社団法人兵庫県老人福祉事業協会 

〒651-0062 神戸市中央区坂口通２丁目１-１ 

TEL：078-291-6822  FAX：078-291-6811 

E-mail：info@hyogo-kenroukyo.jp 

ホームページ　hanamisaki.m@wind.ocn.ne.jp

法人本部　神戸市兵庫区浜中町1丁目16番18号
●TEL.078-682-8731
●FAX.078-682-8730
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〒 110-0016　東京都台東区台東 3-29-1　中央法規ビル　TEL.03-3834-5814　FAX.03-3837-8034
https://www.chuohoki.co.jp/

日本介護福祉士会監修による介護職向
け専用手帳。水平に開く綴りと豊富な
余白で書き込みやすさを追求。さらに
役立つ資料集で介護業務をサポートす
る。サービス提供責任者から施設の介
護職、在宅のヘルパーまで広く活用で
きる一冊。カバーはリバーシブルデザ
インでペンフォルダー付き。

[ 監修 ] 公益社団法人日本介護福祉士会
[ 編集 ] 中央法規「ケア手帳」製作委員会

● A5 判・272 頁　ISBN978-4-8243-0298-4
● 定価 1,650 円 ( 本体 1,500 円 + 税 10％ )

ケア手帳ケア手帳
２０２６２０２６

介護職必携

2025 年 10 月発行

災害が起きたときに「避難が難しい人・
家族」（目の不自由な人、耳の不自由
な人、足の不自由な人、持病のある人、
知的障害のある人、精神障害のある人、
高齢者、妊産婦・乳幼児、セクシュア
ル・マイノリティ、外国人）にとって
必要な情報が一目でわかる待望のガイ
ドブック。

かんぺきな防災より続けられる防災を

[ 監修 ] 鍵屋 一
● A5 判・160 頁　ISBN978-4-8243-0309-7
● 定価 1,870 円 ( 本体 1,700 円 + 税 10％ )

2025 年 8 月発行

だれでも
防災
決定版

避難が難しい人のための一冊

介護福祉士誕生の背景など、介護従事
者の現在に至る歴史的変遷をたどりな
がら、超高齢社会の日本の医療・介護
の現状と将来予測を踏まえて、医療・
介護連携における介護福祉士への期待
を提言する１冊。多職種連携において
発揮される介護福祉士の役割も事例で
紹介している。

介護福祉士の歩みと価値と責任

[ 編集 ] 公益社団法人日本介護福祉士会
[ 協力 ] 一般財団法人医療経済研究・社会保険福祉協会

● A5 判・290 頁　ISBN978-4-8058-8971-8
● 定価 2,970 円 ( 本体 2,700 円 + 税 10％ )

2023 年 11 月発行

介護福介護福祉祉士士のの

専門性専門性
とは何かとは何か
私たちの果たすべき役割と責任

介護職が適切なケアを行うためには、
利用者・家族と関係をつくり、信頼を
得ることが大切である。その際に求め
られるのがマナー・接遇。「身だしなみ」
「あいさつ」「表情」「姿勢」「言葉づか
い」など、利用者・家族とかかわるう
えで外せない基本的なスキル網羅した
一冊。

介護現場の接遇・マナーはこれで万全

[ 著 ] 古川智子
[ 編集協力 ] 中央法規出版「おはよう 21」編集部

● B5 変判・144 頁　ISBN978-4-8243-0112-3
● 定価 1,980 円 ( 本体 1,800 円 + 税 10％ )

介護職のための介護職のための

マナー ・ 接遇マナー ・ 接遇
入門入門

押さえておきたい基本がわかる

2024 年 9 月発行

試し読み 試し読み

試し読み試し読み
介護職のための専用手帳
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社社会会福福祉祉法法人人  ささささゆゆりり会会  

■サンライフ御立 

 

 

 

平成 8 年 10 月 1 日開設 

（1996 年） 

■サンライフ魚崎 

 

 

 

平成 12 年 4 月 1 日開設 

（2000 年) 

■介護型ケアハウス 

サンライフ魚崎 

 

 

 

 

 

 

平成 17 年 5 月 1 日開設 

（2005 年） 

■サンライフひろみね 

 

 

 

平成 20 年 4 月 1 日開設 

（2008 年） 

■デイサービスサンライフ田寺 

 

 

 

 

 

 

平成 20 年 7 月 1 日開設 

（2008 年） 

■特別養護老人ホーム（定員 100 名） 

■ショートステイ（定員３０名) 

■ケアハウス （定員３６名) 

■デイサービス（定員 40 名) 

■特別養護老人ホーム（定員３０名） 

■ショートステイ（定員２０名） 

■デイサービス（定員４０名） 

■地域包括支援センター 

■居宅介護支援事業所 

■グループホーム（１６名） 

■介護型ケアハウス 

＜特定施設＞ 

 （定員４８名） 

■ユニット型老人ホーム 

＜小規模特養＞  

（定員２９名） 

■デイサービス（定員 35 名) 

■居宅介護支援事業所 

■ヘルパーステーション 

〒670-0072 

姫路市御立東５丁目 1 番 1 号 

ＴＥＬ 079-291-6666 

ＦＡＸ 079-291-6667 

〒658-0083 

神戸市東灘区魚崎中町４丁目 10 番 50 号 

ＴＥＬ 078-435-6688 

ＦＡＸ 078-435-6689 

〒658-0083 

神戸市東灘区魚崎中町４丁目10番50号 

ＴＥＬ 078-435-6688 

ＦＡＸ 078-435-6689 

〒670-0882 

姫路市広峰１丁目４番 55 号 

ＴＥＬ 079-283-2800 

ＦＡＸ 079-283-2801 

〒670-0086 

姫路市田寺８丁目 10 番 8 号 

ＴＥＬ 079-291-6767 

ＦＡＸ 079-291-6768 

■デイサービスサンライフ安室 

平成 23 年 11 月 1 日開設 

（2011 年） 

■サンライフ土山 

 

 

 

 

平成 26 年 4 月 1 日開設 

（2014 年） 

■リハビリデイサービス 

サンライフ御立西 

 

 

 

 

 

平成 26 年 4 月 1 日開設 

（2014 年） 

■サンライフ西庄 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 4 月１日開設 

（2018 年） 

■サンライフ岡田 

 

 

 

 

 

 

令和２年 10 月１日開設 

（2020 年） 

■デイサービス（定員 40 名） 

■地域包括支援センター 

■特別養護老人ホーム（定員７０名） 

■ショートステイ（定員１０名） 

■デイサービス（定員 40 名） 

■居宅介護支援事業所 

■デイサービス（定員 25 名） 
■特別養護老人ホーム（定員２９

名） 

■ショートステイ（定員９名） 

■グループホーム（１８名） 

■小規模多機能ホーム（定員 29 名） 

■デイサービス（定員 50 名） 

■居宅介護支援事業所 

〒670-0073 

姫路市御立中 4 丁目 13 番 16 号 

ＴＥＬ 079-291-6700 

ＦＡＸ 079-291-6701 

〒670-0995 

姫路市土山東の町 9 番１2 号 

ＴＥＬ 079-292-2200 

ＦＡＸ 079-292-2201 

〒670-0074 

姫路市御立西５丁目 10 番 22 号 

ＴＥＬ 079-299-0085 

ＦＡＸ 079-299-0086 

〒670-0981 

姫路市西庄甲８７−１ 

ＴＥＬ 079-299-3500 

ＦＡＸ 079-299-3501 

〒670-0982 

姫路市岡田 51 番地 

TEL 079-299-6565 

FAX 079-299-6566 

 

さくらケアサービス株式会社 

■さくらデイサービス大津 

 

 

 

平成 13 年 6 月 29 日開設 
（2001 年） 

■グループホームさくら野里 

 

 

 

平成 14 年 7 月 1 日開設 
（2002 年） 

■さくらデイサービス広峰 

 

 

 

平成 16 年 3 月 15 日開設 
（2004 年） 

■グループホームさくら新宮 

 

 

 

平成 18 年 1 月 1 日開設 
（2006 年） 

■介護付有料老人ホーム 

サンライフ住吉川 

 

 

 

 

 
平成 21 年 5 月 1 日開設 
（2009 年） 

■デイサービス（定員 35 名） 

■居宅介護支援事業所 

■グループホーム（定員 27 名） ■デイサービス（定員 30 名） 

■高齢者優良賃貸住宅 

 さくらコート広峰（定員 16 名） 

■グループホーム（定員 18 名） ■介護付有料老人ホーム 

    （定員 34 名） 

〒671-1131 

姫路市大津区天神町２丁目１０５ 

ＴＥＬ 079-230-5050 

ＦＡＸ 079-230-5051 

〒670-0811 

姫路市野里 434-1 

ＴＥＬ 079-225-8500 

ＦＡＸ 079-225-8501 

〒670-0882 

姫路市広峰１丁目 4-50 

ＴＥＬ 079-287-0101 

ＦＡＸ 079-287-0121 

〒679-4324 

たつの市新宮町觜崎 286-1 

ＴＥＬ 0791-76-2323 

ＦＡＸ 0791-76-2277 

〒658-0052 

神戸市東灘区住吉東町１丁目３番 17-3 

ＴＥＬ 078-846-2033 

ＦＡＸ 078-846-2034 

■グループホームさくら御津 

 

 

 

 

 

平成 23 年 3 月 1 日開設 
（2011 年） 

  ■介護付有料老人ホーム 

サンライフさくらひめじ 

 

 

 

 
平成 23 年 5 月 1 日開設 
（2011 年） 

■グループホームさくら伊伝居 

 

 

 

 

 

平成 29 年４月１日開設 
（2017 年） 

■サンライフさくら魚崎北町 

 

 

 

 

 

令和２年４月１日開設 
（2020 年） 

■グループホーム（定員９名） 
  ■介護付有料老人ホーム 

   （定員 48 名） 
■グループホーム（定員 18 名） ■グループホーム（定員 27 名） 

〒671-1341 

たつの市御津町釜屋 489-１ 

ＴＥＬ 079-322-8686 

ＦＡＸ 079-322-8687 

〒670-0992 

姫路市福沢町 115 番地 

ＴＥＬ 079-291-6500 

ＦＡＸ 079-291-6501 

〒670-0871 

姫路市伊伝居 450 番 7 

ＴＥＬ 079-226-8700 

ＦＡＸ 079-226-8701 

〒658-0082 

神戸市東灘区魚崎北町 7 丁目 9-20 

ＴＥＬ 078-451-2323 

ＦＡＸ 078-451-2324 
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    社社会会福福祉祉法法人人  華華頂頂会会  

   
〇〇ググルルーーププホホーームムののぞぞみみ             〇〇特特別別養養護護老老人人ホホーームム福福寿寿荘荘 
住所：滋賀県大津市大将軍 3丁目２５－１２  住所：滋賀県大津市大萱 7丁目７－１ 
 

 
〇〇華華頂頂社社会会福福祉祉専専門門学学校校   住所：滋賀県大津市大萱 6丁目４－１０ 
 

＜＜華華頂頂会会ググルルーーププ＞＞  
〇福寿荘 短期入所生活介護    住所：滋賀県大津市大萱 7丁目７－１ 
〇福寿荘 デイサービスセンター  住所：滋賀県大津市大萱 7丁目７－１ 
〇華頂会 訪問介護事業所     住所：滋賀県大津市大萱 7丁目７－１ 
〇グループホームはるか      住所：滋賀県草津市新浜町１５３－２ 
〇グループホームせいか      住所：滋賀県大津市大萱 6丁目９－９ 
〇瀬田第二地域包括支援センター  住所：滋賀県大津市大萱 6丁目４－１６ 
＜＜本本部部＞＞  
住所：滋賀県大津市大萱 7丁目７－１   TEL：０７７－５４５－２１６０                         
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週
休
３
日

選
択
制
度
あ
り兼

業
副
業

可 ２つの介護員のキャリアパスを応援
ジェネラリストコース（管理分野）とスペシャリストコース（専門分野）

年
１
回

勤
務
地
や

職
種
変
更
の

希
望
調
査
あ
り

国家資格・公的資格
取得に向けた前面バックアップ

介護老人福祉施設 特別養護老人ホーム清華苑
短期入所生活介護 清華苑ショートステイ
通所介護     清華苑デイサービスセンター
軽費老人ホーム  ケアハウス清華苑シルバーライフ
介護老人保健施設 清華苑養力センター
短期入所療養介護 清華苑養力センターショートステイ
通所リハビリ   清華苑すいすい
訪問リハビリ   清華苑の訪問リハビリ
訪問介護     清華苑ホームヘルプステーション
小規模多機能   小規模多機能型居宅介護 大久保苑
グループホーム  グループホーム清華苑
グループホーム  清華苑ポートピア
居宅介護支援   清華苑ケアガイドステーション 1
居宅介護支援   清華苑ケアガイドステーション 3

総合福祉施設で働く
兵庫県明石市の

最新のＩＣＴ機器を導入
眠りスキャン・インカム・介護ソフト

ノノ
ーー
リリ
フフ
トト
ケケ
アア
実実
践践 

特
養
と
老
健
に
移
乗
用
リ
フ
ト
設
置

安
楽
な
移
乗
介
助

パパママともに育休が取りやすい職場環境

未来の介護福祉士を育てる地域貢献事業を展開
地域貢献のため、近隣の高校へ出張授業「介護や福祉の魅力を伝える」を 15年以上前から実施！

自
分
に
合
っ
た
働
き
方

兵庫県社会福祉士会
Ｃ１グランプリ
１位２位３位独占受賞！

兵庫県認定地域サポート施設

マ
ン
ツ
ー
マ
ン

３
ヵ
月
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
と

メ
ン
タ
ー
制
度
で

新
人
職
員
を
継
続
的
に

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
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www.fukushi21.ac.jp

京都医療福祉専門学校
〒612-8414 京都市伏見区竹田段川原町207 TEL:075-644-1000 FAX:075-644-1933京都・伏見で学ぶ。駅近キャンパス！

学校法人関西福祉学園

通信部/社会福祉士科・精神保健福祉科
（短期養成課程・一般養成課程）

昼間部/心理メディカル科・介護福祉メディカル科
（二年制）

京都医療福祉専門学校教育事業

心理メディカル科
介護福祉メディカル科

昼間
部

社会福祉士科
精神保健福祉科

通信
部

（就労移行支援・就労継続支援B型・就労定着支援・就労選択支援）
甲良・彦根・湖南働き教育センターグループ施設事業

学
校
法
人
関
西
福
祉
学
園
は
、

1
8
歳
以
上
の
方
の
自
立
を
実
現
す
る
た
め
に

専
門
学
校
と
福
祉
施
設
に
て
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

京
都
医
療
福
祉
専
門
学
校
と

働
き
教
育
セ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
。（
滋
賀
県
下
に
3
事
業
所
開
設
）

障
が
い
の
有
無
と
い
う
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
自
立
の
実
現
と
い
う

本
学
園
の
目
的
は
同
じ
で
す
。

京
都
医
療
福
祉
専
門
学
校
で
は
、

昼
間
部
と
通
信
部
を
合
わ
せ
て
、

7
8
0
0
人
以
上
の
卒
業
生
を
社
会
へ
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

学
生
ひ
と
り
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
、
共
に
成
長
す
る
。

学
校
と
福
祉
施
設
の
両
輪
を
持
つ
本
学
園
だ
か
ら
こ
そ

大
切
に
し
て
い
る
想
い
で
す
。

関西福祉
学園とは？

学校法人

kyoto
medical
welfare

C O L L E G E
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和歌山YMCA国際福祉専門学校

介護福祉士科

2年制

私私私たたたたたちちちははははははは学学学学学びびび続続続続けけるる。。。。。。私私たたたたちちちははは学学学学学学びびびびびびび続続続続続続続続けけけけけけけるるるるる。。。学学学
ここここのののののののののの先先先先先出出出出出出出出出出出会会会会会会会ううう

人人人人人人人たたたたちちちのののののののたたたためめめめめめめめめににににに



実実行行委委員員  名名簿簿  

【実行委員長】  井之上 芳雄（和歌山 YMCA 国際福祉専門学校） 

府府県県名名  名名  前前  所所属属先先  

福  井 
栗原 美幸 

福井県医療福祉専門学校 
小林 栄  

滋  賀 木花 裕子 華頂社会福祉専門学校 

京  都 
阿部 和博 京都 YMCA国際福祉専門学校 

平井 幸造 京都医療福祉専門学校 

大  阪 

鴻上 圭太 大阪健康福祉短期大学 

吉岡 健一 大阪コミュニティワーカー専門学校 

杉原 久仁子 桃山学院大学 

兵  庫 

前田 真吾 姫路福祉保育専門学校 

津田理恵子 神戸女子大学 

黒田 尚子 
神戸医療福祉専門学校中央校 

由良 和也 

奈  良 福井 武史 奈良介護福祉中央学院 

和 歌 山 中世古博幸 和歌山社会福祉専門学校 

 幸島 淳 参与 

（（事事務務局局））  加志 勉 和歌山 YMCA国際福祉専門学校 

 

【【第第55回回介介護護創創造造力力ココンンテテスストト実実行行委委員員】】    （50音順）14名 ◎は責任者  

上野山和杜（大阪青山大学） 

小田 栄子（神戸医療未来大学） 

鴻上 圭太（大阪健康福祉短期大学） 

小谷安佐子（奈良介護福祉中央学院） 

城田  忠（大阪青山大学） 

◎杉原久仁子（桃山学院大学） 

瀬  志保（大阪健康福祉短期大学） 

玉井 美香（大阪人間科学大学） 

寺田 知生（福井県医療福祉専門学校） 

野村  脩（南海福祉看護専門学校） 

 藤木 藍子（元大阪国際福祉専門学校） 

船越 正人（奈良介護福祉中央学院） 

星野 大輔（南海福祉看護専門学校非常勤講師） 

保倉 寿子（OSJ とよなかケアスクール） 
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